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説明用資料２

大和都市計画用途地域等の変更について

《白庭台地区》 （事前説明）



位置図

◆位 置

当該区域は、生駒市北部地域に

広がる住宅地で、地区内を都市

計画道路奈良阪南田原線及び

俵口上線が交差するとともに、平

成１８年に近鉄けいはんな線白

庭台駅が本地区の中心部に整

備され、交通の便に恵まれた区

域である。

変更区域

位置･区域
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変更対象区域航空写真 （Ｈ２３．８月撮影）

上中学校
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土地利用計画

資材置き場
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今回変更の対象となる都市計画の種類

・大和都市計画用途地域の変更（生駒市決定）

・大和都市計画高度地区の変更（生駒市決定）

・大和都市計画防火地域及び準防火地域の変更

・大和都市計画生駒市白庭台地区地区計画の
変更

（生駒市決定）

（生駒市決定）
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大和都市計画用途地域等を変更する理由

当該区域については、都市計画道路高山富雄小泉線が拡幅

整備されることに伴い、地区住民の日常生活の利便性を考慮し

た店舗等を配置するとともに、地区の特性を活かした業務施設

等の誘導を図るため、大和都市計画用途地域等の変更を行う

ものである。

２．変更理由

１．変更区域の概要

当該区域は、本市の中心市街地から北東約４ｋｍ、近鉄けい

はんな線白庭台駅の北約６００ｍに位置する約１．０haの区域

で、現在の用途地域は第一種低層住居専用地域及び白庭台地

区地区計画（一部区域を除く）の区域に指定されている。
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変更後

①用途地域（新旧対照図）

現 行

変更内容

第一種住居地域

建築物の高さの限度 １０ｍ

第一種低層住居専用地域

第一種低層住居専用地域

第一種低層住居専用地域

１．０１．５ｍ４０％６０％第一種低層住居専用地域

面積(ha)
壁面後退

距離
建ぺい率容 積 率用 途 地 域

０．５６０％２００％第一種住居地域

０．５８０％２００％近隣商業地域

面積(ha)
壁面後退

距離
建ぺい率容 積 率用 途 地 域

（壁面後退距離 １．０ｍ）

（壁面後退距離 １．５ｍ）

建築物の高さの限度 １０ｍ

（壁面後退距離 １．５ｍ）

建築物の高さの限度 １０ｍ

50

80

第一種住居地域

60

200

第一種住居地域

200

80

近隣商業地域

変  更  区  域

凡　　　　例

変  更  区  域

凡　　　　例

建築物の高さの限度 １０ｍ

第一種低層住居専用地域

（壁面後退距離 １．０ｍ）

50

80
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変更後

②高度地区及び防火・準防火地域（新旧対照図）

現 行

変更内容

１．０

面積(ha)防火・準防火地域高 度 地 区

変  更  区  域

凡　　　　例

変  更  区  域

凡　　　　例

準防火地域

０．５
１５ｍ高度地区

（第一種住居地域）

０．５準防火地域
１５ｍ高度地区

（近隣商業地域）

面積(ha)防火・準防火地域高 度 地 区

１５ｍ高度地区

１５ｍ高度地区

１５ｍ高度地区

１５ｍ高度地区

１５ｍ高度地区

準防火地域

準防火地域

１５ｍ高度地区
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変更後

③地区計画（新旧対照図）

現 行

変更内容

凡例

低層専用住宅地区

低層一般住宅地区

沿道利用地区

集合住宅地区

駅前センター地区

鉄道施設地区Ａ

鉄道施設地区Ｂ

公共公益施設地区

無指定

凡例

低層専用住宅地区

低層一般住宅地区

沿道利用地区A

集合住宅地区

駅前センター地区

鉄道施設地区Ａ

鉄道施設地区Ｂ

公共公益施設地区

無指定

沿道利用地区B

沿道利用地区C

変更区域

沿道利用地区B

沿道利用地区C
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地区計画変更区域拡大図

沿道利用地区B

沿道利用地区C
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生駒市白庭台地区地区計画の概要

名 称 大和都市計画生駒市白庭台地区地区計画

位 置 生駒市白庭台及び上町の一部

区域の面積 約６３．６ｈａ

地区計画の目標

合理的な土地利用計画のもとに建築物等の規制、誘導を積極的に推進し、健全な住

宅市街地の形成を図るとともに、良好な住環境の維持・増進を図ることを目標とする。

土地利用の方針
主としてゆとりと潤いのある低層住宅専用地区及び多様な世代間交流を目指す集

合住宅地区として発展させるとともに、白庭台駅周辺においては、駅利用者の利便性

を考慮した適正な公共施設等の配置を図るとともに、地区の中心にふさわしい商業・

業務施設等の整備を誘導する駅前センター地区を配置する。また、都市計画道路が

交差する付近には、地区住民の日常生活の利便性を考慮した、魅力ある店舗等を周

辺の宅地との調和を保ちつつ配置する。
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建築物等の整備方針
１ 低層専用住宅地区

敷地の細分化を防止するとともに、閑静で潤いのある低層専用住宅地区としての居住環境

の形成、保全を図る。

２ 低層一般住宅地区
地区住民の利便性を考慮して、店舗等の小規模な兼用住宅が立地できる地区としての居

住環境の形成、保全を図る。

３ 集合住宅地区
周辺の低層専用住宅地区、低層一般住宅地区との調和を図るため、建築物の高さの制限

等を行い、多様な世代間の交流を目指し、ゆとりと潤いのある中高層住宅地区としての居
住環境の形成、保全を図る。

４ 駅前センター地区
周辺地域と整合を図りつつ、地区の中心核として、地区住民及び駅利用者の利便性を考慮

した商業その他業務施設等の誘導を図る。

５ 沿道利用地区 A・B・C
地区住民の生活利便施設を集積するとともに、幹線道路沿道という地区の特性を活かした

業務施設等の誘導を図る。

６ 鉄道施設地区 A・B
建築物の用途の制限を行い、鉄道事業本来の施設と住民の利便施設等を設け、周辺地域

との整合を図る。

７ 公共公益施設地区

周辺地域と整合を図りつつ、その機能が損なわれないように維持、保全を図る。

生駒市白庭台地区地区計画の概要
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地区整備計画における制限内容の概要

設置することができる屋外広告物

・自己の用に供するもの

敷地境界側 １メートル以上

建築してはならない建築物

１ １階部分を住宅及び共同住宅の用に供する
もの

２ 寄宿舎、下宿

３ 工場

４ ホテル、旅館

５ ボーリング場、スケート場

６ 自動車教習所

７ 畜舎

約０．３ ha

沿道利用地区B

都市計画道路高山富雄小泉線側は生垣

敷地境界側 １メートル以上

建築してはならない建築物

１ 住宅

２ １階部分を共同住宅の用に供するもの

３ 寄宿舎、下宿

４ 工場（自動車修理工場を除く）

５ マージャン屋、ぱちんこ屋

６ ホテル、旅館

７ 劇場、映画館、演芸場等で客席の床面積が
200㎡未満のもの

８ 自動車教習所

９ 畜舎

10 倉庫

11 危険物貯蔵施設（附属建築物を除く）

約０．５ ha

沿道利用地区C

約 １．０ha面 積

かき又はさくの構造の制限

建築物等の形態又は意匠の制
限

敷地境界側 １メートル以上建築物の壁面の位置の制限

建築してはならない建築物

１ 住宅

２ １階部分を共同住宅の用に供するもの

３ 寄宿舎、下宿

４ 工場

５ マージャン屋、ぱちんこ屋

６ ホテル、旅館

７ 劇場、映画館、演芸場等で客席の床面積
が200㎡未満のもの

８ 自動車教習所

９ 畜舎

10 倉庫

11 危険物貯蔵施設

建築物の用途の制限

沿道利用地区Ａ地 区 名

制

限

内

容
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（沿道利用地区）



平成２６年９月５日・・・・・ ・ 都市計画審議会 【事前説明】

９月・・・・・・・ 変更案の閲覧

１０月５日・・・・・ 法１６条① 公聴会[※公述申し出があった場合]

１０月 ・・・・・・・ 法１６条② 地区計画手続き縦覧 [地区内権利者]

１１月 ・・・・・・・奈良県との事前協議

１２月・・・・・・・ 法１７条① 案の縦覧

平成２７年１月・・・・・・・ 法１９条① 都市計画審議会 【諮問】

１月・・・・・・・ 法１９条③ 奈良県との協議

２月・・・・・・・ 法２０条① 都市計画決定

用途地域等変更スケジュール（予定）
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